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第３４回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会

2013年７月２９日



【活動報告】

●第３３回協議会(平成25年3月3日)以降、ＷＧの開催1回、春イベント、HP作成勉強会を行いました。

●第7回(6月24日)の会議では、「春イベントの実施状況」の確認、「秋イベント」、「イメージキャラクター」、

「HP」について検討しました。

①5月11日に「遊ぼう！学ぼう！たろうえもん！！」イベントを開催しました。この結果を確認し、実行委員会の反省会

(5月20日)結果を踏まえて次回の企画に反映することとしました。 （参考Ｐ４～８参照）

②秋イベントの開催に向けた実行委員会は7月9日に立ち上げました。 （参考Ｐ９～１２参照）

また、秋イベントの助成金において太郎右衛門の「のぼりと腕章」を作成するので、他委員会等でも活用して下さい。

③イメージキャラクターについては、ロゴのデザイン、キャラクターの使用方法、商標登録の必要性について検討してい

く予定です。 （参考Ｐ1３～１６参照）

④HP作成勉強会を6月10日と7月17日の2回開催して最終確認を行っており、HPを8月から公開予定です。

（参考Ｐ１７～１９参照）

⑤広報用写真の募集を提案します。 （参考Ｐ２０参照）
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【会議の開催】 上尾市文化センター

第7回 平成25年6月24日 9:30～11:30

春イベント

平成25年5月11日 9:30～14:00



参考
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１．春イベントの実施状況
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●各自治体の広報誌への掲載は予定通りに行われました。（5/1）

●埼玉新聞に掲載されました。（4/26）

●参加者は計３３人でした。（一般７人、埼玉大学学生２６人）

１）自治体広報誌、新聞への掲載と参加者

埼玉新聞

4/26 12面

桶川市 川島町 上尾市



１．春イベントの実施状況
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●9時半の集合時点から小雨が降り始めたため2市1町の「ゆるキャラ」の出場は中止となりましたが、その他は予定通り
準備しました。

●一般参加者及び埼玉大学学生参加者が集まった11時頃に「開会」しました。

●傘が必要な降雨状況となったため、ブースを拠点とした観察会ではなく、車に分乗して整備地を見学するツアーに変更
して実施しました。

●終了は予定の14時で終了しました。

●用意した野菜は完売しました。

受付の設営状況
（秋イベントチラシ、観光パンフ等の配布）

受付の設営状況
（整備状況、ロゴ等の紹介）

受付の設営状況
（産直野菜の販売）

受付の設営状況
（荒川水系の水生生物：荒木委員準備）

川島実行委員長の
開会挨拶

２）実施状況

開会式の全景

浅枝会長の挨拶
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１．春イベントの実施状況

“昆虫王”長畑氏の解説
“昆虫王”長畑氏の現
地説明

浅枝会長の現地説明河村所長の挨拶 阪本課長の挨拶 整備地の現地ツアー

荒木委員の解説

２）実施状況

小川委員の解説

菅間委員・浅井委員・
川村委員の解説

荒木委員の解説



１．春イベントの実施状況
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３）会計関係

17,599計10,400計

2,800保険料

収入の部 支出の部

摘要 金額 摘要 金額

野菜販売※１ 10,400 野菜購入 8,848

テント補強等雑材 5,951

合計※ －7,199

※ 秋イベントで精算予定

●野菜販売での収益とテント補強等雑材・保険料の支出で差し引き－7,199円になっています。これは秋のイベントの会
計とあわせて精算する予定です。

（単位：円）



１．春イベントの実施状況
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開催日時 ： 平成 25 年 5月 20日（水）10:15～11:25 

開催場所 ： 上尾市文化センター204 

出席者  ： 浅井委員、荒木委員、石関委員、川島委員、川村委員、菅間委員 

事務局  ： 荒川上流河川事務所 横山 

株式会社 日水コン 渡辺、加藤 

 

議事結果 ： 

・ 天候が悪かったとは言え子どもが 2 人しか来なかった理由の一つとして、埼玉県内で小学校

が「登校日」だったことがあったようだ。登校日の設定状況の詳細は不明なので、秋イベン

トの日程については予備日も含めてこれらを確認した上で必要があれば再設定した方が良い

学校毎に登校日が異なる可能性もあるようだ。 

 11/9 は昆虫王・長畑さんの参加は不可である。 

・ 天候が悪く参加者が少なかったので、埼玉大学の学生さんたちが集まってくれたことは良か

った。 

 20 人規模だったので突発的な送迎対応が可能であったが、集合・解散についてはあらた

めて事前に周知徹底する必要がある。 

 前回・今回のイベントでの協議会と大学の関係は大学側にメリットが大きく、win-win

の関係にしていきたい。そのためには、大学側で事前に十分なレクチャーをしてもらい、

目的を共有しておく必要がある。すぐの改善でなくとも、ステップアップしていっても

らえば良い。 

 大学生の代表者には実行委員会に入って欲しい。その際には、学生の世代交代も踏まえ

た人選をお願いしたい。 

 大学生についてはスタッフで参加してもらう人と一般参加の人と種類が分かれても良い

 来年度くらいからは私立の大学生にも参加を呼びかけたい。 

・ ゴミ拾いなどは一般の人が参加しやすい。どういう人を対象にするかで仕掛け方が変わる。

 イベントの目的、対象者、仕掛け方などは大事なことであり、協議会で議論すべきこと

である。 

 やるべきこと、やれることはいろいろあるが、目的を踏まえてぶれないようにしていく

ことが大事である。 

 イベントは単発ではなく一連のものとして企画・実行していく必要がある。 

・ 生きた魚の展示はとても良かった。 

 生きた生物は興味を引くのでとても良い。 

 秋のイベントでもぜひ展示したい。 

・ 雨だったため、車で整備地を観に行くことに変更して良かった。 

 多少の雨で主催者側が中止をイメージしても、装備を固めて参加してくる人がたいてい

いるものである。雨でも楽しめることはあるので、できることを考えておいた方が良い。

・ バスで来る人もいるようなので、時刻表を確認して運行時間にあわせて開催時間を設定した

方が良い。また、チラシ等にも時刻表を掲載しておいた方が良い。 

・ 野菜については、地元産であることなどの「由来」を明示しておけば良かった。 

 秋は芋類の収穫期になると思われるので、販売する場合は工夫する。 

 植樹イベントはあらかじめ参加者を募集・受付して開催するスタイルだが、そのような

イベントで販売を行うのは良いのだろうか？ 

 → 問題無いだろう。 

 「すったて」などの料理の提供はどうか？ 

 → やってくれる人はいるかもしれないが、特定の人になってしまうので続かない場合が

多い。そこまでは企画せず、販売に留め、その量も場合によってはスタッフで買い取

りできる程度にしておくのが良い。 

・ 野菜の販売収入、保険・雑材の支出については、秋イベントとあわせて精算する。領収書類

は川村委員が保管する。 

・ 今回は HPを見て筑波から参加してくれた人がいた。太郎右衛門地区からは筑波山を含めた山

並みの景観も楽しめるので、こうしたアピールも考えられる。 

・ 秋のイベントでは「事業の方向性」のアピールを組み込みたい。浅枝会長による座学をプロ

グラムにする案も考えられる。 

 埼玉県内の各活動団体に対するアピールも考えたい。組織のネットワーク化もできると

良いと思う。 

 太郎右衛門地区を中心としたネットワークが本格的にできると良いとは思うが、そこま

での形を作っていくことが大変である。中途半端は良くないので、取り組むのであれば

覚悟を持ってやっていく必要がある。 

 この点については管理目標 WGで議論してもらう。 

・ イベントの結果は写真を中心に協議会の HPに掲載する。その際、貴重種や特に顔の写ってい

る一般の参加者の写真は留意する。 

・ 春イベントの実行委員会はこの反省会で終了である。 

 秋イベントの実行委員会は、広報 WG からあらためて募集をかけてもらう。 

 現在のメーリングリストは反省会の議事要旨の配信まで使用する。 

 

以上。 

４）反省会議事要旨
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２．秋イベント予定

電車ご利用の方は、桶川駅西
口に12時30分までに昼食を
すませて集合して下さい。
マイクロバスで送迎します。

自家用車ご利用の方は中池・下
池横堤南の下池グラウンド付近
駐車スペースに13時までに昼食
をすませて集合して下さい。

イベント
実施場所

電車の方の
集合場所

★イベントの概要

①目的：荒川太郎右衛門自然再生地での取り組みを広くPRす
るとともに、一般市民がこの取り組みに参加する機会
を作ります。

②内容：ハンノキ植樹を行い、田園戦士かわじマン（川島町
のご当地ヒーロー）のヒーローショー（９日のみ）の
後、「しのてっぽう作り」を行います。
オケちゃん、かわべえも来ます。

③日時：１１月９日（土）１３時３０分～１６時
小雨決行（荒天延期日：１１月１６日）

④募集：事前申し込みで先着１００名。

小学生以上（ただし、小学生は保護者同伴）

⑤参加費：無料

⑥集合場所：

・自家用車の場合：中池・下池横堤南の下池グラウンド付
近駐車スペースに駐車し、徒歩で現地へ移動します。

・公共交通機関を利用する場合：ＪＲ桶川駅西口のロータ
リー集合でマイクロバスで下池グラウンド付近へ送迎。

⑦イベント場所：

・下池ハンノキ移植地

⑧参加者が準備するもの：

・帽子、虫除け、タオル、飲み物、軍手（以上は必須）

・マスク（花粉症対策）は各自で適宜準備。

自家用車の方
の集合場所

グラウ
ンド
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２．秋イベント予定

時間 プログラム内容 備考

12:30 電車の方：JR桶川駅 西口集合 ・受付（名札・資料配布、班分け）

・料金徴収

・産直野菜販売
13:00 車の方 ：下池グラウンド付近 集合

13:30～
13:40

【開会式】
・挨拶、イベントの目的の説明

（10分） 徒歩で苗木養生地に移動

13:50～
14:10

【ハンノキ苗木の掘り起こし】
・方法・安全注意点の説明
・掘り起こし

・スコップは4人に1本
・苗木は1人で1本

（10分） 徒歩で下池ハンノキ移植地に移動

14:20～
14:40

【ハンノキ移植】
・方法・安全注意点の説明
・移植

14:40～
15:00

【田園戦士かわじマンショー】
・田園戦士かわじマンによるヒーローショー

・11/16開催の場合はかわじマンショーと写真会
は無し（以降、時間繰り上げ）

15:00～
15:10

【写真会】
・田園戦士かわじマン、ゆるキャラと記念写真撮影

15:10～
15:50

【しのてっぽう作り】
・方法・安全注意点の説明。
・工作

15:50～
16:00

【閉会式】
・振り返り、挨拶、今後の予定

（10分） 徒歩で下池グラウンド付近に移動
・電車の方：マイクロバスで桶川駅に移動・解散。
・車の方：解散

・産直野菜販売

時間 プログラム内容 備考

12:30 電車の方：JR桶川駅 西口集合 ・受付（名札・資料配布、班分け）

・料金徴収

・産直野菜販売
13:00 車の方 ：下池グラウンド付近 集合

13:30～
13:40

【開会式】
・挨拶、イベントの目的の説明

（10分） 徒歩で苗木養生地に移動

13:50～
14:10

【ハンノキ苗木の掘り起こし】
・方法・安全注意点の説明
・掘り起こし

・スコップは4人に1本
・苗木は1人で1本

（10分） 徒歩で下池ハンノキ移植地に移動

14:20～
14:40

【ハンノキ移植】
・方法・安全注意点の説明
・移植

14:40～
15:00

【田園戦士かわじマンショー】
・田園戦士かわじマンによるヒーローショー

・11/16開催の場合はかわじマンショーと写真会
は無し（以降、時間繰り上げ）

15:00～
15:10

【写真会】
・田園戦士かわじマン、ゆるキャラと記念写真撮影

15:10～
15:50

【しのてっぽう作り】
・方法・安全注意点の説明。
・工作

15:50～
16:00

【閉会式】
・振り返り、挨拶、今後の予定

（10分） 徒歩で下池グラウンド付近に移動
・電車の方：マイクロバスで桶川駅に移動・解散。
・車の方：解散

・産直野菜販売

イベントの内容時間割りについて



広報誌掲載について
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２．秋イベント予定

広報誌掲載について
★広報誌掲載原稿案

『遊ぼう! 学ぼう! たろうえもん（秋）の開催』

荒川太郎右衛門地区（桶川市・川島町・上尾市）で自然
再生の取り組みに参加しよう！ハンノキ移植で自然再生
を学び、「田園戦士かわじマンショー（９日のみ）」を観て、
「しのてっぽう」を作って遊ぼう。また、オケちゃん、かわ
べえも来るよ。

・日時：１１月９日（土）１３時３０分～１６時
小雨決行（荒天延期日：１１月１６日）

・参加費：無料
・集合場所

下池グラウンド付近または、ＪＲ桶川駅西口
・応募要領：事前申し込み。先着１００名。小学生

以上（但し、小学生は保護者同伴のこと。）
下記の申込先に、参加者全員の氏名、年齢、

住所、（当日連絡の付く）電話番号を明記の上、
葉書かＦＡＸまたはメールにて送って下さい。
お申し込み頂いた方に、詳細についてご連絡し

ます。
・申込期間：１０月７日から１０月２５日（当日消印有効）

・申込問い合わせ先：
〒350-1124 川越市新宿町３－１２

国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所内

荒川太郎右衛門地区自然再生協議会事務局
（TEL: 049-220-0145 FAX：049-247-9850

E-mail tarou@ktr.mlit.go.jp ）

★関係自治体広報誌 発行日

桶川市 広報おけがわ 月１回 各月１日が発行日

川島町 広報かわじま 月１回 各月１日が発行日

上尾市 広報あげお 月１回 各月１日が発行日

埼玉県 「彩の国だより」 月１回 各月１日が発行日

↓

１０月号に掲載（１０月１日）

「川島町」の豊かな自然が生み出したヒーロー。
平成22年（2010年）8月19日には埼玉県の上

田知事により、「さいたまご当地ヒーローズ」とし
て任命を受けました。※埼玉県ＨＰより

桶川市・川島町・上尾市のゆるキャラたち

ご当地ヒーロー田園戦士かわじマン

左 「かわべえ（川島町）」
中 「オケちゃん（桶川市）」
右 「アッピー（上尾市）」
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２．秋イベント予定

実行委員の役割について

野菜入手２野菜入手

役割 人数 内容

実行委員長 １ 全体の総括

実行副委員長 １ 委員長の補佐

会計 １ 会費（保険）の徴収、保険加入、その他会計全般

会計監査 １ 会計監査

助成・寄付 ３ 助成金の申請・報告、寄付の依頼

広報（チラシ） １ チラシ・ポスター作成、印刷・配布

広報（依頼） １ 自治体広報誌の原稿作成・掲載依頼、新聞掲載・取材依頼

広報（ゆるキャラ） ３ ゆるキャラ出演依頼・当日サポート

広報（記録） １ 当日撮影

参加受付 － 参加受付・名簿作成・班分け・名札

プログラム企画 ２ プログラムの企画と調整

受付 ３ 当日の受付

司会進行 ２ 当日の司会

移植リーダー ４ 移植の指導

工作（しのてっぽ
う）リーダー

５ 工作の指導（＊時間余ればどんぐりも）

野菜販売 ３ 野菜販売

駐車場管理 ５ 誘導、管理

野菜入手２野菜入手

役割 人数 内容

実行委員長 １ 全体の総括

実行副委員長 １ 委員長の補佐

会計 １ 会費（保険）の徴収、保険加入、その他会計全般

会計監査 １ 会計監査

助成・寄付 ３ 助成金の申請・報告、寄付の依頼

広報（チラシ） １ チラシ・ポスター作成、印刷・配布

広報（依頼） １ 自治体広報誌の原稿作成・掲載依頼、新聞掲載・取材依頼

広報（ゆるキャラ） ３ ゆるキャラ出演依頼・当日サポート

広報（記録） １ 当日撮影

参加受付 － 参加受付・名簿作成・班分け・名札

プログラム企画 ２ プログラムの企画と調整

受付 ３ 当日の受付

司会進行 ２ 当日の司会

移植リーダー ４ 移植の指導

工作（しのてっぽ
う）リーダー

５ 工作の指導（＊時間余ればどんぐりも）

野菜販売 ３ 野菜販売

駐車場管理 ５ 誘導、管理
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横向き吹き出しあり 吹き出しなし

３．イメージキャラクターについて

●イメージキャラクターは下記の「たろえもん」で決定し、吹き出しのあり・なし、正面・横顔のいずれも使用可能とし
て決定しました。

１）イメージキャラクター
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３．イメージキャラクターについて

「荒川太郎右衛門地区自然再生協議会」のロゴデザイン(例)

・・・・など

２）イメージキャラクターのロゴ
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３．イメージキャラクターに関する未定事項

参考例：かわべえのデザイン使用についてたろえもんデザイン使用の注意事項

【デザイン使用に関する注意事項】

１．「たろえもん」のデザインは原則として、荒川太
郎右衛門地区自然再生に関わるみなさんで自由に使
用できます。

２．デザインの改変・アレンジは行わないで下さい。

３．使用する際は、「荒川太郎右衛門地区自然再生協
議会」と表記を付記して下さい

４．「たろえもん」の使用に関し、荒川太郎右衛門地
区自然再生に関わる方なら誰でも使用することがで
きますが、下記のいずれかに当てはまる場合は使用
できません。

・協議会の品位を傷つけ、又は傷つけるおそれのある
とき。

・自己の商標や意匠とするなど、独占的に使用し、又
は使用するおそれのあるとき

・法令若しくは公序良俗に反し、又は反するおそれの
あるとき。

・特定の個人、政党及び宗教団体を支援し、若しくは
公認しているような誤解を与え、又は与えるおそれ
のあるとき。

・会長が不適当であると認めるとき。

３）イメージキャラクターの使用方法・ルール
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３．イメージキャラクターについて

●商標登録に関しては、費用に関して以下の情報が確認できています。

１．商標権調査・・・20万円程度

２．商標登録・・・7万円程度（有効期間10年間）、申請料5万円程度

４）商標登録の必要性確認

●商標登録については、基本的には登録が望ましいと考えられますが、資金が無いので商標登録に適用できる助成制度を

探し、その結果を踏まえて次回ＷＧで対応を検討します。
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４．ＨＰについて

１）ＨＰの内容

●ＨＰは、原案に対し5月までに意見をいただ

いて、その結果を踏まえた修正を行って7月

に公開する予定でした。

●5月までに意見はありませんでしたが、勉強

会で微修正を行いました。

●あわせて、勉強会組織の体制の明確化とＨＰ

の公開・運用ルールを定めました。

●上記の作業を行ったため当初予定より遅れま

すが、8月から公開します。
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４．ＨＰについて

２）ＨＰ勉強会組織

(設置)

第１条 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会（以下「協議会」と称する）
のホームページを運営する組織としてホームページ勉強会（以下
「HP勉強会」と称する）を設置する。

（目的）

第２条 荒川太郎右衛門地区自然再生における事業概要や協議会およ
び各種活動内容等を公開するためにホームページの円滑な運営
を行うことを目的とする。

（勉強会活動事項）

第３条 HP勉強会は次に掲げる事項を実施する。

（１） 協議会および専門委員会、運営委員会、ワーキンググループ
よりホームページに掲載する情報の追加および修正の依頼と材
料の提供を受け、掲載内容を加工・編集する。

（２） ホームページ更新(案)の作成を行い、広報WGに対する意見
の聴取、協議会委員に対する意見の照会を行い、協議会会長の
承認を得て公開する。

（委員）

第４条 HP勉強会のメンバーは、協議会委員から選出する。

２ メンバーの任期は、協議会委員の任期と同一とする。ただし、任
期経過後、新たな委員が決定するまでの間は、会長が必要と認め
た場合、当該任期の終了した委員がその職務を行うことができる
ものとする。

（座長）

第５ 条 HP勉強会に座長を１名置く。

２ 座長はHP勉強会のメンバーの互選による。

３ 座長は、HP勉強会を代表し、会務を総理する。

４ 座長に事故あるときは、座長が指名したメンバーが座長の職務を代理

する。

５ 座長は、任期経過後、後任の座長が決定するまでは、その職務を継続

する。

(HP勉強会)

第６条 HP勉強会は、原則、第1・第３水曜日に埼玉大学浅枝研究室に
おいて開催する。

２ HP勉強会の会議の議長は、座長がこれにあたる。

３ 座長は、勉強会の進行に必要と認めた場合は、勉強会メンバー
以外の者を勉強会に参加させることができる。

（報告）

第７条 HP勉強会の内容は、広報WGへ報告する。

（事務局）

第８条 HP勉強会の事務を処理するため、国土交通省 関東地方整備
局 荒川上流河川事務所に事務局を置く。

（運営方針改正）

第９条 この運営方針を改正する必要があると認められたときは、協議
会会長の合意を得てこれを行うことができる。

付則

1. この細則は平成25年7月17日から施行する。
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４．ＨＰについて

３）ＨＰの公開・運用ルール

【基本事項】

・協議会関係者以外の方々（イベント参加者等）の個人情報（顔写真等）が表示されないようにする。

・貴重な生物の生息・生育地に関する情報が表示されないようにする。

・追加・修正等の依頼を受けて勉強会を開催し該当
ページの「タタキ」を作成

・「タタキ」について広報WGメンバー、追加・修正依頼
組織の長に対して意見照会

・意見照会終了後、勉強会にて「タタキ」を修正し「修正
案」を作成

・「修正案」について協議会会長の承認を得て「確定版」
を作成

・勉強会にて「確定版」を公開
※会長承認後の翌日

期間

追加修正
依頼

追加修正
依頼

モニタリング 管理目標 広報 その他

追加修正
依頼

追加修正
依頼

協議会 イベント

1日

３日

1週間

３日間程度

２週間



５．広報用写真の募集
●委員より、「荒川太郎右衛門地区自然再生」の魅力を見つけて、広く周知していく必要があるとの意見をいただいております。

「荒川太郎右衛門地区自然再生」の魅力発見の第一歩として、協議会の委員の方に「荒川太郎右衛門地区自然再生」の魅力ある写真の
募集を実施したいと考えています。

●協議会委員を対象として、魅力のある写真募集を行うことをご提案します。

●このような情報発信により、協議会・荒川太郎右衛門地区への関心を呼び込み、組織作りへつなげていくことを意図しています。
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上池旧流路脇の延命地蔵
2012.5.8撮影

上池旧流路の整備地
2012.6.20撮影

中池のアサザ
2013.6.18撮影

ミドリシジミ
荒木委員撮影

例）

中池のサシバ
2013.6.18撮影


